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□

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
３
月

――
日
、
日
本
防
災
士
会
県
支
部
の

事
務
長
、
金
山
利
勝
さ
ん
（
６７
）
は

午
後
３
時
３０
分
、
県
内
に
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
る
と
す
ぐ
、
徳
島

市
住
吉
の
自
宅
を
飛
び
出
し
た
。

ヘ
ル
メ

ッ
ト
に
緑
色
の
防
災
士

の
活
動
服
姿

で
自
転
車
に
乗
り
、

ラ
ジ
オ

で
情
報
を
集
め
な
が
ら
町

内
を
巡
り
、

ハ
ン
ド

マ
イ
ク

で
呼

び
か
け
た
。

「
避
難
準
備
を
し
て

く
だ
さ
い
」
。
問
も
な
く
、
近
く

の
避
難
所
２
か
所
に
た
く
さ
ん
の

住
民
が
集
ま

っ
て
き
た
。

同
地
区
と
隣
り
の
城
東
地
区
は

震
災

の
５
日
前
、
合
同

で
津
波
避

難
訓
練
を
行

っ
た
。
住
民
約
１
３

０
人
が
参
加
。

「
地
域
の
人
た
ち

の
防
災

へ
の
関
心
は
高
ま

っ
て
い

る
」
。
金
山
さ
ん
は
、
う
れ
し
く

思

っ
た
と
い
う
。◇

金
山
さ
ん
は
２
０
０
４
年
、
住

吉
地
区
の
町
内
会
に
自
主
防
災
会

防
災
対
策
に
実
効
性
を

引つ越し専門会社として、

創業33年 !

を
作

っ
た
。
今
、
最
も
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、
自
分
で
発
案
し
た

「
防
災
隣
組
住
宅
図
」
だ
。
自
宅

の
前

後

左

右

４

軒

を

描

い

た

図

に
、
そ
れ
ぞ
れ
何
人
家
族
か
を
書

き
入
れ

て
お
ぐ
。
災
害
時
に
こ
の

図
を
使

っ
て
隣
近
所
に
声
を
か
け

れ
ば
、
ス
ム
ト
ズ
に
避
難

で
き
る

と
い
う
。
金
山
さ
ん
は

「
『
図
に

書
き
込
ん
だ
よ
』
と
い
う
声
を
よ

く
聞
く
よ
う
に
な

っ
た
」
と
話
す
。

だ
が
、
今
回
の
県
内
の
避
難
実

態
を
見
る
と
、
１
市
３
町
が
避
難

指
示
を
出
し
た
対
象
計
約
３
万
３

５
０
０
人
の
う
ち
、
実
際
に
指
定

避
難
所
に
集
ま

っ
た
の
は
４

ｏ
９

％
の
約
１
６
６
０
人
だ

っ
た
。

金
山
さ
ん
は
日
頃
の
訓
練
な
ど

か
ら
、

「
住
民
の
多
く
は
、
津
波

警
報
が
出
れ
ば
避
難
し
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
意
識
は
あ
る
」
と

実
感
し
て
い
る
と
い
う
。

「
だ
け

「防
災
隣
組
住
宅
図
」
を
手
に
、

▲
　
災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て
説
明
を

す
る
金
山
さ
ん

（徳
島
市
で
）

ど
、
そ

の

一
歩
を

な
か
な
か

踏
み

出
せ
な
い
」
　

　

　

、

◇

県
は
こ
れ
ま

で
南
海

・
東
南
海

地
震
が
運
動
し
た
場
合
、
規
模
を

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
８

ｏ
６
と
想
定

し
、
地
震
に
よ
る
死
者
は
約
２
６

０
０
人
、
津
波

で
は
約
１
７
０
０

人
、
負
傷
者
は
計
約
１
万
２
４
０

０
人
、
建
物
は
約
４
万
９
７
０
０

棟
が
全
壊
す
る
と
予
測
し
た
。

こ
の
被
害
想
定
を
基
に
、
県
民

の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
県

は
様

々
な
取
り
組
み
を
進
め

て
き

た
。
県
の
担
当
者
ら
が
企
業
や
自

治
会
の
会
合
に
出
向
き
、
南
海
地

震
や
津
波
の
恐
ろ
し
さ
、
日
頃
の

備
え
な
ど
を
伝
え
る

「
寄
り
合
い

防
災
講
座
」
は
、
各
地
で
年
間
２

０
０
回
以
上
開
い
て
い
る
。
３
月

に
は
地
震
体
験
車
を
買
い
替
え
、

イ
ベ
ン
ト
で
さ
ら
に
活
用
す
る
゛

そ
れ
で
も
今
回
の
津
波
で
は
、

避
難
指
示
が
出

て
い
る
の
に
帰
宅

し
た
住
民
が
目
立

っ
た
。
県
南
海

地
震
防
災
課
の
稲
垣
敏
弘
課
長
は

「
精
力
的
に
啓
発
活
動
を
行

っ
て

い
る
。
だ
が
、
住
民
の
避
難
に

つ

な
が

っ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
津

波

へ
の
認
識
も
十
分
で
は
な
い
」

と
認
め
る
。

◇

金
山
さ
ん
は
、
住
民
が
避
難
す

る
き

っ
か
け
を
作
る

「
率
先
避
難

者
」
が
必
要
だ
と
指
摘
す
る
。
自

身
は
今
回
、
近
所
で
避
難
準
備
を

呼
び
か
け
、
そ
の
役
割
を
果
た
し

た
。

「
少
し
大
騒
ぎ
し
て
で
も
、

近
所

に
避
難
を
呼
び
か
け
る

『
防

災
リ
ー
ダ
ー
』
が
地
域
に
何
人
も

必
要
。
県
は
も
う

一
歩
踏
み
込
ん

だ
実
効
性
あ
る
対
策
を
、
早
急
匠

打
ち
出
し
て
ほ
し
い
」

県
民
の
命
を
守
り
、
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
、
県
が
今
な
す

べ
き

こ
と
は
何
か
。
統

一
地
方
選
前
半

戦
の
知
事
選
、
県
議
選
が
激
し
く

争
わ
れ
る
中
、
県
政
の
課
題
を
追

っ
た
。

候
補
（
５０
）
の
選
挙

陽
町
宍
喰
浦
）
が

荒

ら

さ

れ

て

い

一

日
、
わ
か

っ
た
。

損
壊
と
公
職
選
挙

由
妨
害
）
の
両
容

て
い
る
。

同
事
務
所
に
よ

午
前
７
時
頃
、
後

が
事
務
所
に
来
た

ガ
ラ
ス
ー
枚
が
割

書
類
や
菓
子
な
だ

に
貼

っ
て
い
た
必

ス
タ
ー
約
１５
枚
も

な
も
の
で
切
ら
れ

ま
れ
た
も
の
は
な

後
８
時
半
頃

に
怖

は
無
人
だ

っ
た
ル 蜻 鰤松牲

鳴
門
２
港
潮
位

県
Ｈ
Ｐ
で
公
開

‐
　

　

８

日

か

ら

き
る
よ
う
提
供
す
る
。
初
め

て

の
サ
ー
ビ

ス
で
、
す

で
に
観
測

局
が
あ
る
４
港

に

つ
い
て
も
順

次
掲
示
す
る
。

潮
時
の
減
災
に
役
立
て
て
も
ら

う
の
が
狙
い
。
県
は
徳
島
小
松

島
港

（徳
島
港
区
、
小
松
島
港

区
）
、
橘
港
、
日
和
佐
港
、
浅

――三，
ヽ
ｒｌＬヽ
〓　一日兄
＝ψ●コ
Ｆ́■
Ｔ
９

鉄
道
模
型
を
走
ら
せ
て
み
る
子
ど
も

（
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で
）

行体験。

、走らせたり、

由に動かせ

枚も展示。部

(17)は「一

来て、楽

たい」と言舌し

特
急
に
ひ
ム

４
日
午
後
０
降

井
町
の
Ｊ
Ｒ
徳
皇

く
の
踏
切
で
、
胸

性
（８５
）が
阿
波
油


